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◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
内
容
）
「
地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
平
成
23
年
４
月
27

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
東

秩
父
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
の
で
、
専
決
処
分
を

行
い
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
立
東
小
学
校
校

舎
内
装
木
質
化
工
事
の
請
負
契
約
を

株
式
会
社
島
村
工
業
と
締
結
す
る
も

の
で
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
６
０
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
２
０
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
村
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　

６
月
村
議
会
定
例
会
報
告

　

６
月
村
議
会
定
例
会
が
６
月
15
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
左
記
の
５
議
案
が
審　

議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
等

補
正
予
算

そ
れ
ぞ
れ
１
４
８
万
３
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

２
０
２
８
万
３
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
内
容
）
委
員
の
稲
葉
日
出
夫
氏

（
皆
谷
）
が
平
成
23
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
同

氏
を
再
度
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

人
事
案
件

一
般
質
問

福
島　

重
次
議
員

質
問　

東
秩
父
消
防
団
組
織
に
思
う

（
内
容
）
近
年
消
防
団
員
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た

村
外
勤
務
の
団
員
が
多
く
、
昼
間
の

火
災
で
は
消
防
車
の
早
期
出
動
が
出

来
な
い
時
が
度
々
あ
る
の
が
現
状
で

す
。
村
当
局
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

ご
指
摘
の
現
状
は
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
火
災
現
場
で
は
、
消
防

署
隊
の
サ
ポ
ー
ト
並
び
に
共
同
で
消

火
活
動
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
一
部

の
車
両
が
早
期
出
動
で
き
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
全
体
と
し
て
消
火
活

動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
組
織
の
再
編
を
ど
う
思
う

か
。

答
弁　

第
５
次
東
秩
父
村
総
合
振
興

計
画
前
期
基
本
計
画
の
「
消
防
団
組

織
の
見
直
し
」
の
中
で
、
「
消
防
団

員
の
現
状
や
実
態
を
把
握
し
、
現
状

に
見
合
っ
た
組
織
体
制
を
検
討
す

る
。」と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

消
防
団
役
員
会
議
等
に
お
い
て
も
、

人
員
減
少
を
起
因
と
し
た
様
々
な
課

題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

行
政
区
・
後
援
会
等
の
意
向
も
伺
い
、

消
防
団
と
地
元
の
意
向
を
把
握
し
た

う
え
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

昼
間
火
災
時
の
役
場
職
員
の
出
動

で
職
務
へ
の
影
響
は

答
弁　

昼
間
火
災
に
お
け
る
役
場
職

員
の
出
動
は
、
現
役
消
防
団
員
と
役

場
業
務
に
影
響
が
出
な
い
範
囲
の
職

員
が
出
動
し
、
初
期
消
火
の
手
伝
い

や
交
通
整
理
等
後
方
支
援
活
動
に
従

事
し
ま
す
。
現
場
で
の
消
防
団
員
の

参
集
状
況
と
火
災
鎮
圧
状
況
を
判
断

し
て
、
早
め
に
役
場
業
務
に
復
帰
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
職
務

へ
の
影
響
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

質
問　

学
校
・
企
業
と
異
な
る
休
日

に
つ
い
て

（
内
容
）
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
発

電
所
の
停
止
、
休
止
な
ど
で
夏
場
の

電
力
量
が
懸
念
さ
れ
、
各
企
業
で
休

日
変
更
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。

学
校
や
保
育
園
と
保
護
者
の
休
日
が

異
な
る
こ
と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に

対
す
る
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁　

現
在
、
そ
の
よ
う
な
企
業
が

近
隣
に
ど
の
程
度
あ
る
の
か
把
握
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
に
は
個

々
の
企
業
の
動
き
で
す
の
で
、
そ
の

影
響
は
限
定
的
と
考
え
て
い
ま
す
。

校
長
会
議
で
も
協
議
し
ま
し
た
が
、

電
気
の
安
定
供
給
の
方
策
と
し
て
取

ら
れ
て
い
る
措
置
な
の
で
、
止
む
を

得
な
い
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
期
間
も
含
ま
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
特
段
の
対
策
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
、

普
段
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
実
態
を

保
護
者
が
知
る
い
い
機
会
と
し
て
、

社
会
参
加
や
学
習
な
ど
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
な
ど
、
前
向
き
に
と
ら
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
考

え
る
機
会
と
し
て
指
導
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

城
山
保
育
園
で
は
、
保
護
者
へ
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
今

回
の
措
置
に
よ
る
現
時
点
で
の
休
日

保
育
の
ニ
ー
ズ
は
低
い
た
め
、
日
曜

日
の
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

渡
邉　

均
議
員

質
問　

本
村
に
お
け
る
防
災
対
策
に

つ
い
て

（
内
容
）
第
５
次
東
秩
父
村
総
合
振

興
計
画
前
期
基
本
計
画
に
お
い
て
防

災
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
現
在
、
い
ざ
発
生
し

た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
体
制
で
災
害

に
あ
た
る
の
か
、
現
在
の
状
況
を
伺

い
ま
す
。

答
弁　

原
則
、
東
秩
父
村
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
い
た
体
制
を
整
備
し
ま

す
が
、
災
害
は
予
測
困
難
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
正
確
な
情
報
把
握

に
努
め
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
非
難

計
画
も
定
め
て
お
り
、
非
難
勧
告
等

の
伝
達
方
法
や
34
ヶ
所
の
避
難
場
所

を
指
定
し
て
い
る
ほ
か
、
安
戸
の
高

齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
に
は
１
２

０
枚
の
非
常
用
毛
布
を
保
管
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
村
の
災
害
対
策
活

動
の
ほ
か
、
必
要
が
あ
る
場
合
は
消

防
団
へ
の
出
動
要
請
を
行
う
な
ど
、

比
企
広
域
消
防
本
部
や
県
の
消
防
防

災
部
局
等
と
連
携
し
な
が
ら
適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。



　

今
回
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
人
名

簿
の
登
録
基
準
日
は
、
７
月
13
日
で

す
（
た
だ
し
、
年
齢
に
つ
い
て
は
、

選
挙
期
日
の
７
月
31
日
）
。

　

従
っ
て
、
７
月
31
日
現
在
、
満
20

歳
以
上
（
平
成
３
年
８
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
引
き
続
き
３

ヶ
月
以
上
本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
４
月
13
日
ま

で
に
転
入
さ
れ
た
方
）
で
す
。

　

ま
た
、
本
村
か
ら
埼
玉
県
内
に
転

出
し
て
選
挙
当
日
（
７
月
31
日
）
で

４
ヶ
月
を
経
過
し
な
い
で
、
他
の
市

町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
転
出
前
の
投
票
区

の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
た
だ
し
、
本
村
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
お
よ
び

２
回
以
上
住
所
を
移
転
し
た
方
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
）
。

　

６
月
１
日
以
降
、
村
内
で
住
所
異

動
（
転
居
の
届
出
済
み
）
さ
れ
た
方

は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し

７
月
31
日（
日
）は

埼
玉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

７
月
31
日（
日
）は

埼
玉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

７
月
31
日
に
行
わ
れ
る
埼
玉
県
知
事
選
挙
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
大
切
な
選
挙

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
一
票
が
、
埼
玉
県
の
明
日
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
貴
重
な
一
票
を
大
切
に
、
皆
さ

ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
期
日
前
投
票
》

　

選
挙
の
当
日
、
事
情
に
よ
り
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
７
月
15
日
（
金
）
か
ら
７
月
30

日
（
土
）
ま
で
、
毎
日
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
役
場
で
投
票

で
き
ま
す
。

《
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
》

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
自

宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
障
害
の
程
度
を

選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
て
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
投
票
の
い
ろ
い
ろ

《
代
理
投
票
》

　

文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
自
分
が
投
票
し
た
い
候
補
者
の

氏
名
を
係
員
に
書
い
て
も
ら
っ
て
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
投
票
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
）
。

《
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票
》

　

病
気
の
た
め
指
定
病
院
等
に
入
院

し
て
い
る
場
合
は
、
病
院
で
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
院
長
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

開
票
は
、
選
挙
当
日（
７
月
31
日
）

午
後
９
時
よ
り
、
役
場
２
階
大
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

選
挙
に
関
し
、
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

電
話
82
‐
１
２
２
６

★
開　

票

投  票  所  一  覧

投　票　所　対象地区　　投 票 所 の 場 所（施 設）

第１投票所　安　　戸　東秩父村高齢者生きがいセンター

第２投票所　御堂・奥沢　　　　　 （萩平は除く）  東秩父村コミュニティセンター

第３投票所　萩　　平　萩平公会堂

第４投票所　坂　　本　東秩父村ふれあいセンター槻川

第５投票所　大 内 沢　旧大内沢分校

第６投票所　皆　　谷　皆谷児童館

第７投票所　白　　石　白石農村センター

◇投票時間は、いずれの投票所も午前７時～午後８時です。

選挙人名簿登録者数

投票区　地　　区　　 男　　　  女　　　 計

  １　  安　　戸　   ３５３　 ３５９　 ７１２

  ２　 御堂・奥沢　  ３５５　 ３５３　 ７０８

  ３　  萩　　平　      ３８　    ４４　    ８２

  ４　  坂　　本　   ２５１　 ２５４　 ５０５

  ５　  大 内 沢     １９３　 １９６　 ３８９

  ６　  皆　　谷 　  １９８　 １９０　 ３８８

  ７　  白　　石    　  ５４　    ６４　 １１８

  　　  計           １，４４２１，４６０２，９０２

選挙のめいすいくん

平成２３年６月２日定時登録日現在（単位：人）



◆採用予定年月日　平成２４年４月１日
◆採用予定人数　　一般事務職　若干名
◆受験資格
　　　昭和５６年４月２日以降に生まれた人で、大学、短
　　大、高校を卒業した人、または平成２４年３月末まで
　　に卒業見込みの人
　　※次のいずれかに該当する人は受験できません。
　　　ア 日本国籍を有しない人
　　　イ 地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当
　　　　する人
◆試験の方法
１、第１次試験（教養試験）
　　　主に公務員として必要な一般的知識および知能を判
　　断するため、それぞれ最終学歴に応じた筆記試験（択
　　一式）を行います。
　　　期日　平成２３年９月１８日（日）
　　　場所　東秩父村役場
２、第２次試験（面接試験等）
　　　面接と作文（第１次試験合格者のみ）
　　　期日 平成２３年１１月上旬を予定
　　　場所 東秩父村役場

◆受験手続
　　　ア 応募書類
　　　　　職員採用試験申込書
       　（役場総務課に備えてあります。）
　　　イ 応募書類の請求
　　　　　役場総務課へ請求してください。郵送による場
　　　　合は、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と
　　　　朱書きし、返信用封筒（Ａ４サイズ）に切手１２
　　　　０円分を貼り、同封してください。
　　　ウ 申込手続
　　　　　申込書に必要な事項を記入し、役場総務課へ提
　　　　出してください。なお、郵便により申し込む場合
　　　　は、封筒の表に「採用試験申込書在中」と朱書し
　　　　てください。申込者には後日受験票を郵送します。
　　　エ 受付期間
　　　　　７月１４日（木）から７月２７日（水）まで
　　　　（平日午前８時３０分から午後５時１５分まで）
　　　　なお、郵送の場合は７月２７日までの消印のある
　　　　ものまで有効とします。
◆合格発表
　１１月中に受験者全員に対して合否を通知します。
●問合せ先　総務課 電話８２－１２２６

村では、次のとおり平成２３年度東秩父村職員採用試験を行います。

消防職員を募集します

　比企広域消防本部では､消防職員を
募集します｡

職種と採用予定人員　消防職　１０名程度

受験資格

　　昭和６１年４月２日以降に生まれた方

　　で、平成２４年３月末までに大学を卒

　　業した方、または卒業見込みの方

　　昭和６３年４月２日以降に生まれた方

　　で、平成２４年３月末までに短期大学

　 （２年制専門学校含む）を卒業した方、

　　または卒業見込みの方

　　平成２年４月２日以降に生まれた方で、

　　平成２４年３月末までに高等学校を卒

　　業した方、または卒業見込みの方

試験日時　９月１８日（日）

　　　　　午前８時３０分集合　９時開始

試験会場　比企広域消防本部

受付日時　８月８日（月）～１０日（水）

　　　　  （午前９時から午後４時まで）

受付場所　比企広域消防本部管理課

※申し込み願書は、消防本部・消防署・分

　署に準備してあります。

問 合 せ　比企広域消防本部管理課庶務係 

　　　　　電話 ２３－２２６５

　　　　　比企広域消防本部ホームページ

　　　    （http://www.hiki-saitama.jp/119/）

 東秩父村ふるさと館をご利用ください！！
　平成２３年３月３１日で廃校となりました大内沢分校は、生涯学習施設と
して村民のみなさんに活用いただけるよう整備を進め「東秩父村ふるさと館」
として生まれ変わりました。7月より住民の皆さんにご利用いただけます。
▼利用について
　ご利用に当たっては、お互いに譲り合いの精神で秩序を守り、大切に利用
しましょう。ご利用いただける人は、原則として東秩父村民に限ります。
▼利用申請について
　　申請窓口は教育委員会です。平日の月曜日から金曜日（祝・祭日を除く）
　　に手続きをしてください。
　　利用する場合は、あらかじめ電話で空き状況を確認してください。
　　電話番号 ８２－１２３０（直通）
　　教育委員会へ来庁し、窓口で「使用許可申請書」に記入し、提出してく
　　ださい。
　　申請書の内容を検討し、適当と認めたときは使用許可書を交付しますの
　　で、施設使用時には必ず携帯してください。
　　営利目的のご利用ならびに特定の政党および宗教（地域で伝統的に行わ
　　れている祭事を除く）の活動等には、ご利用を許可できませんのでご注
　　意ください。
　　酒類の伴う飲食および卓上コンロなどの火器の使用は、原則禁止です。
▼利用時間
　　利用時間は午前９時から午後９時までとします。利用時間区分は次のと
　おりです。
　　　午前の部 午前９時～午後０時３０分 　午後の部 午後１時～５時
　　　夜間の部 午後５時３０分～９時
▼施設の利用区分　施設内でご利用できる区分は、次のとおりです。
　　　ホール　　会議室　　調理室
▼施設の鍵について
　施設の鍵は、使用の直前に借り受け、使用後はすみやかに返却してくださ
い。鍵を借り受ける時は、必ず使用許可書を提示してください。
　なお、鍵の借り受け箇所は教育委員会事務局です。（平日利用の場合は午
前８時30分～午後５時まで、土・日利用の場合は、金曜日の午後５時までです。）
問合せ　教育委員会事務局　電話８２－１２３０

村職員（一般事務職）を募集します村職員（一般事務職）を募集します



　国民年金の第１号被保険者で、保険料を納めること　

が困難な方には、申請して所得審査で承認された場合、

保険料が免除または猶予される制度があります。

「保険料免除制度」
　所得に応じて「全額免除」・「４分の１納付」・

「半額納付」・「４分の３納付」の４段階の免除があり

ます。役場国民年金担当窓口に申請し、年金事務所で

前年の所得などを審査して、承認を受けるとその期間

の保険料の全額または一部の納付が免除になります。

「若年者納付猶予制度」
　３０歳未満の方に限り利用できる制度です。役場国

民年金窓口に申請し、年金事務所で前年の所得などを

審査して承認を受けるとその期間の納付が猶予されま

す。どちらの承認期間も７月から翌年６月までです。

申請される方は、年金手帳、印鑑、雇用保険被保険者

離職票、雇用保険受給資格証等を持参され、お早めに

手続きをしてください。

問合せ　秩父年金事務所　

　　　　電話 ０４９４ー２７ー６５６１

         　住民福祉課　

　　　　電話 ８２－１２２１

●児童扶養手当制度
　父母の離婚、父の死亡などによって父と生計を同じ　

くしていない子どもや、父に一定の障害があり、その

子どもを育てている方に支給される手当です。申請を

受け付けた翌月分から手当の対象となります。

　手当の支給は子どもが１８歳になった年の年度末

（３月３１日）までです。また、一定の障害のある児童

は２０歳になるまでです。

＊所得制限について

　資格のある方は、所得にかかわらず申請できます。

ただし、申請する方やその配偶者、および同居等生計

を同じくしている扶養義務者（申請者の直系血族、兄

弟姉妹）の所得により、手当の支給に制限があります。

●特別児童扶養手当制度
　精神または身体に一定の障害のある２０歳未満の子

どもを育てている方に支給される制度です。申請を受

け付けた翌月分から手当の対象になります。

＊所得制限について

　資格のある方は、所得にかかわらず申請できます。

ただし、申請する方やその配偶者、および同居等生計

を同じくしている扶養義務者（申請者の直系血族、兄

弟姉妹）の所得により、手当の支給が停止になること

があります。

問合せ　住民福祉課　電話 ８２－１２２１

　現行の子ども手当は平成２３年９月分まで支給され

ます。

　平成２３年１０月からは新たな制度となることが見

込まれるため、それに基づく届出等が必要となる場合

があります。

　受給者の方には、必要に応じて通知いたしますので、

ご承知おきください。（なお、１０月以降新たな届出

が必要となることがあるため、今年は６月の現況届は

提出不要となりました。）

問合せ　住民福祉課　電話 ８２－１２２１

●本人通知制度とは・・・
　住民票の写しや戸籍謄抄本などの不正な取得による、

プライバシーや財産の侵害を防ぐため、あらかじめ登

録を申請された方に対して、本人の代理人や第三者か

らの交付請求により住民票の写し等などを交付した際

に、通知をお送りしてお知らせする制度です。

　埼玉県内の各市区町村で、平成２２年６月１日から

一斉に実施されました。

●登録に必要なもの
 ・印鑑と運転免許証などの本人確認資料
　手数料はかかりません。手続きは、原則としてご本

人が来庁され、申請書を提出していただくことになり

ます。詳しくは住民福祉課までお問合せください。

　なお、同時に「住民票等の不正取得通知制度」も実

施されております。こちらは登録の有無に関わらず、

住民票などが不正に取得されたことが明らかになった

場合に、ご本人に対して通知をお送りしてお知らせす

るものです。

問合せ　住民福祉課　電話 ８２－１２２１

平成２３年度東秩父村中学生
海外派遣事業を中止としました
　東日本大震災の未曽有の被害と社会情勢の不透明な　

状況を考慮し、今年度の中学生海外派遣事業を中止せ

ざるを得ないものと判断し、４月２１日の保護者説明

会を行い、中止と決定しました。

　さらに、５月１８日に生徒説明会を開催し、海外派

遣中止決定について説明しました。

問合せ　東秩父村中学生海外派遣事業

　　　　運営委員会（教育委員会事務局）

　　　　電話 ８２－１２３０

子どものしあわせのために国民年金免除制度

子ども手当を
　受給されている皆さまへ

住民票の写し等の
第三者交付に係る本人通知制度



　５月28日、上　

尾市のスポーツ

総合センターに

おいて、関根敏

明氏（御堂）が

埼玉県体育指導

委員協議会功労

賞を受賞しまし

た。

　今回の受賞は、

平成８年４月か

ら体育指導委員

として活躍され、

長年村民の体力

の向上とスポーツの振興、推進に取り組んできた

功績が認められたものです。

　高野定次氏（安戸）が、

埼玉県の文化財保護行政

の進展に貢献し、特に功

績の顕著な方の功労をた

たえるために贈られる埼

玉県文化財功労賞を受賞

しました。

　表彰式は５月３１日、

北本市文化センターにお

いて行われ、埼玉県文化

財保護協会横川好富会長

より授与されました。

　高野定次氏は、昭和36

年から東秩父村文化財保

護審議委員を務められ、村文化財保護審議会副会長を歴任

し、村内の文化財保護に尽力されました。

　特に国指定重要有形民俗文化財「東秩父及び周辺地域の

手漉和紙の製作用具及び製品」の収集と指定、県指定有形

民俗文化財「細川紙紙すき家屋」の移築復原に際しては、

多大な尽力をされました。

日　時　８月６日（土） 

　　　　午前９時３０分 

　　　　　　～１１時３０分

場　所　コミュニティセンター

　　　　やまなみ（調理室）

内　容　暑さを利用し、自然発酵

　　　　させた昔なつかしいまん

　　　　じゅうの作り方を伝授し

　　　　ていただきます。

講　師　鈴木 久　さん

募集人数

　　　　村内在住または在勤の方

　　　　１０名

参加費　５００円（材料代）

持ち物　エプロン・三角巾 

申込み　７月２２日（金）までに

　　　　教育委員会へ参加費を添

　　　　えてお申し込みください。

問合せ　教育委員会事務局

　　　　電話 ８２－１２３０

　

東
秩
父
村
公
民
館
で
は
、
５
月
15
日
に
栗
島
サ
イ
子
さ
ん
（
御
堂
）
、
新
井
マ
サ
さ
ん
（
坂
本
）

を
講
師
に
迎
え
、
２
ヶ
所
で
和
紙
フ
ラ
ワ
ー
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
和
紙
の
里
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
創
作
美
術
展
に
出
品
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
考
慮
し
、
和
紙
の
里
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
和
紙
の
里
と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
出
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高野定次氏
埼玉県文化財功労賞受賞
高野定次氏
埼玉県文化財功労賞受賞

関根敏明氏 
埼玉県体育指導委員
協議会功労賞受賞

関根敏明氏 
埼玉県体育指導委員
協議会功労賞受賞

すまんじゅう作り教室を
開催します！！

和
紙
フ
ラ
ワ
ー
作
り
教
室
を
開
催　

〜
き
れ
い
な
花
が
で
き
ま
し
た
〜

▲講師の栗島サイ子さんを中心に
　　　　　　　　　　　作成しました。

▲講師の新井マサさんを中心に
　　　　　　　　　　　作成しました。

★おいしいすまんじゅうを作りませんか★



　

第
23
回
全
日
本
生
涯
野
球
大
会
が

６
月
４
日
・
５
日
に
長
野
県
坂
城
市

営
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
安
戸
ク
ラ
ブ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
が
見

事
優
勝
し
、
４
年
連
続
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
監
督
の
根
岸
敏
夫
さ
ん

（
安
戸
）に
試
合
の
様
子
を
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

『
１
日
目
、
２
日
目
と
も
「
ま
ず
、

連
覇
達
成　

「
お
父
さ
ん
の
甲
子
園
」

 
〜
安
戸
ク
ラ
ブ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
〜

4

！！

１
試
合
目
に
勝
つ
！
」
を
合
言
葉
に
、

４
年
連
続
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

１
試
合
目
は
東
京
都
町
田
市
、
２
試

合
目
は
埼
玉
県
深
谷
市
、
３
試
合
目

は
長
野
県
チ
ー
ム
と
対
戦
。
見
事
全

勝
し
、
念
願
の
４
連
覇
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
、
毎
週

土
日
と
継
続
し
て
練
習
し
て
い
る
も

の
の
、
３
試
合
と
な
る
と
平
均
年
齢

59
・
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歳
の
お
父
さ
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た
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に
と
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は
、
体
力
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に
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神
的
に
も
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労
と
緊
張

　
　
　
　
　

で
限
界
ギ
リ
ギ
リ
で
す
。
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き
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！
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４
連
覇
、
お
め
で
と

　
　
　
　
　

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

　
　
　
　
　

の
更
な
る
ご
活
躍
を
期

　
　
　
　
　

待
し
て
い
ま
す
。

　第３０回春季村民ゴルフ大会が、６月７日、東秩父村ゴ

ルフ協会主催により小川カントリークラブを会場に、男子

４８名、女子４名の５２名の参加で盛大に開催されました。

　当日は初夏のさわやかな空気のなか、日頃から鍛え抜か

れた腕を競い合いました。

　大会は新ペリヤ方式で実施され、優勝は千田寛一さん、

準優勝は礒田行雄さん、第３位は梅沢和美さんでした。なお、

ベスグロは山　法市さんの７９（４０・３９）でした。ま

た、この大会はチャリティで行われ、４５，４３９円が集ま

り社会福祉協議会を通じて、東日本大震災義援金に充てさ

せていただきました。ご協力ありがとうございました。

第３０回春季村民ゴルフ大会
　  千田寛一さん優勝！！

▲優勝の千田寛一さん ▲ベスグロの山　法市さん

　６月１０日、東秩父中学校体育館において、
中学校の１・２年生が学校ファームの一環と
して、かかし作
りを行いました。
　各班に分かれ、学校応援
学校応援コーデ
ィネーターの関
根　義さん（御
堂）にご指導い
ただきながら、
家から持参した
Ｔシャツなどを
利用し、かかし
を作りました。
　生徒の皆さんは、班で協力しながら作業を
進め、かかしが完成すると歓声と拍手がわき
起こるなど、充実した時間となりました。

★中学校でかかし作り★

　

村
で
は
、
６
月
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ
（
夏

の
軽
装
）
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
節
電
を
推
進
す
る
た
め
、

７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
３
ヶ
月

間
、
現
在
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
加
え
、
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
・
運
動
靴
等
の
軽
装
で
勤
務
し
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
中

軽
装
で
勤
務
し
ま
す

！！

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
中

軽
装
で
勤
務
し
ま
す

！！



東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

せ
き
れ
い

◎今後予定されているイベント

・版画フォーラム２０１１ 

　７月３日（日）まで

　主　催　版画フォーラム実行委員会

・中島竹雄絵画展

　７月１５日（金）～２４日（日）

　主　催　中島竹雄

　　　　　～ 新刊図書のご案内 ～
◎第５７回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書  
  ●ものすごく大きなプリンのうえで 

  ●がっこうかっぱのイケノオイ　●アリクイにおまかせ

  ●エディのやさいばたけ　●ヤマトシジミの食卓

  ●わたしのとくべつな場所　

  ●忘れないよリトル・ジョッシュ　●聖夜

  ●ホスピタルクラウン・Kちゃんが行く　●こども電車

  ●夢をつなぐ　●天風の吹くとき　●犬どろぼう完全計画

  ●クジラと海とぼく　●野川　

  ●スピリットベアにふれた島　●マルカの長い旅

  ●光が照らす未来

◎話題の図書
  ●ざわざわ森のがんこちゃん（全８巻）

  ●こころを育てる魔法の言葉（全３巻）

  ●きっと勇気がわいてくる魔法の言葉（全３巻）

  ●ヒックとドラゴン（全８巻）

ポ
ピ
ー
咲
く
牧
場
を
朝
の
雲
は
し
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

青
草

子
燕
の
巣
だ
ち
促
す
親
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

梢
月

夜
干
し
梅
母
の
秘
伝
を
守
り
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
か
つ
代

緑
陰
に
憩
い
て
京
の
鐘
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

公
子

被
災
者
に
思
い
巡
ら
す
梅
雨
の
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
澤　

ひ
こ

山
峡
の
渕
に
着
水
鵜
の
一
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

勝
子

風
そ
よ
ぐ
花
菜
明
か
り
の
日
暮
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

利
子

昼
寝
す
る
牛
に
ポ
ピ
ー
の
花
ゆ
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

昌
子

萌
え
る
野
や
過
ぎ
し
一
村
風
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
さ
よ
し

が
れ
き
中
球
児
の
交
流
青
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
川　

次
作

空
広
く
が
れ
き
の
街
に
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

和
男

母
の
日
に
贈
ら
れ
ラ
ジ
オ
持
ち
歩
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

高
ら
か
に
野
路
子
の
鳴
く
や
姿
見
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
富
喜
雄

裏
山
の
卯
の
花
供
へ
祖
父
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

澄
江

山
の
神
祀
る
峠
や
つ
つ
じ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

崖
の
ふ
ち
山
吹
風
に
咲
き
乱
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

友
と
揉
む
新
茶
の
香
り
立
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

愛
ら
し
や
う
す
紅
色
の
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン　
　
　
　
　
　
　

千
野　

け
い

畦
道
に
沿
ひ
て
菖
蒲
の
一
な
ら
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

寿
子

雨
上
り
つ
つ
じ
に
蜂
の
あ
つ
ま
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹　

祐
也

新
緑
の
秩
父
路
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

利
雄

若
葉
雨
笠
山
に
雲
う
す
れ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

初
夏
の
風
さ
わ
や
か
に
揺
る
狭
庭
辺
に

真
赤
に
も
え
る
薔
薇
の
美
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

地
震
に
ゆ
れ
津
波
に
呑
ま
れ
し
東
北
に

台
風
く
ず
れ
の
風
雨
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

旅
先
に
て
買
ひ
し
芍
薬
五
年
目
に
て

花
結
び
た
り
名
は
サ
ラ
ベ
ル
ナ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

垣
下
を
杖
引
く
頭
上
に
飛
び
発
て
る

鶺
鴒
の
巣
に
二
つ
の
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

傘
寿
を
ば
記
念
最
後
の
同
窓
会

つ
も
る
思
い
出
語
る
美
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

東秩父村のマスコットキャラクター

　　　　わしのちゃん
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福 

島　

琉 

輝 

く
ん

り
ゅ
う
き

生年月日　平成２２年６月１２日

　　　　　　　　　（大字御堂）

お父さん：   優    さん

お母さん：なおみ さん

　はじめまして、りゅうきです☆

　ぼくは電車とバスが大好き　見か

けるとうれしくて、はしゃいじゃう

んだぁ～

　お友達たくさん作って、みんなで

遊びに行きたいな♪仲良くしてネ！！

　

大
震
災
復
興
に
向
け
て
、
温
か
い

支
援
の
輪
が
国
内
外
に
広
が
り
、
被

災
地
で
は
、
悲
し
み
の
ど
ん
底
か
ら

徐
々
に
力
強
く
再
建
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
被
災
者
の
立
場
で
現
状
を
理

解
し
、
相
手
を
尊
重
し
出
来
る
こ
と

を
粛
々
と
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
西
小
の
人
権
教
育
実

践
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
本
校
の

人
権
教
育
は
、
生
命
尊
重
、
差
別
を

許
さ
な
い
心
情
や
態
度
の
育
成
、
個

人
を
尊
重
し
、
互
い
に
学
び
合
え
る

児
童
の
育
成
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。
人
権
教
育
年
間
計
画
で
、
学
年

毎
の
教
科
・
道
徳
等
の
人
権
教
育
上

『
西
小
学
校
の
人
権
教
育
』

の
目
標
や
視
点
を
明
確
に
し
て
、
授

業
を
中
心
に
全
教
育
活
動
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
人
権
文
集
「
お
お
ぎ
り
」
作
成

　

こ
の
文
集
は
、
児
童
の
友
達
と
の

交
流
を
中
心
に
、
心
情
が
素
直
に
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。
児
童
の
純
心
な
気

持
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

○
人
権
標
語
の
作
成

　

全
校
児
童
が
作
り
ま
す
。
校
内
に

常
時
掲
載
し
、
「
お
お
ぎ
り
」
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
。
友
達
へ
の
思
い
、

笑
顔
や
言
葉
が
け
の
大
切
さ
な
ど
児

童
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

他
に
も
人
権
ア
ン
ケ
ー
ト
、
縦
割

り
班
活
動
「
運
動
会
、
清
掃
活
動
、

通
学
班
他
」
、
他
の
学
校
や
地
域
の

人
達
と
の
交
流
、
本
物
と
の
ふ
れ
あ

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
知
識
と
し
て
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
日
常
の
人
間
関
係
の
中
で
体

得
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

人
権
の
原
点
は
、
学
校
や
家
庭
で

子
ど
も
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な

い
存
在
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
こ
と

で
す
。

　

今
後
も
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
を
深
め
な
が
ら
人
権
教
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

西
小
学
校
長　

峯
岸　

貴
明

　社会福祉協議会では、敬老会において金婚を

迎えられるご夫婦をお祝いいたします。該当す

ると思われるご夫婦は、８月１９日（金）まで

に社会福祉協議会へご連絡をお願いいたします。

　なお、準備の都合上８月１９日を過ぎますと、

お祝いができませんのでご注意ください。

対象となるご夫婦

◆現在、東秩父村にお住まいで、昭和３６年１

　月１日から１２月３１日までの間に婚姻届を

　提出されたご夫婦

◆この期間以前に結婚し、まだ当社協で金婚の

　お祝いを受けていないご夫婦

　　なお、東秩父村に本籍のないご夫婦には戸

籍謄本を提出していただきます。

問合せ　社会福祉協議会 　８２－１２３８

 ボランティアを　
　　　　 募集します

　社会福祉協議会では、敬老会で演芸の部

に出演してくださるボランティアを募集し

ています。歌、芝居、手品等なんでも結構

ですので、ぜひご協力ください。

　なお、応募多数の場合や同じような演目

が重なる場合は、出演をご遠慮いただくこ

とがありますのでご了承ください。

　また、出演の順番につきましては、社会

福祉協議会に一任くださるようお願いいた

します。

　敬老会の開催については次のとおりです。

○開催日　９月１８日（日）

○会　場　保健センター

　問合せ　社会福祉協議会

　　　　　　８２－１２３８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

◆
根
岸
宇
平
様
（
大
内
沢
）
よ
り
東
秩
父
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
４
０
０
０
円
を

　
　

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
東
日
本
大
震
災
義
援
金
〜　

（
５
月
12
日
〜
６
月
７
日
ま
で
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
…
…
…
…
…
…
２
万
６
３
４
３
円

　

役
場
・
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
…
…
…
…
１
万
１
２
８
８
円

金婚を迎えられたご夫婦を
お祝いいたします
金婚を迎えられたご夫婦を
お祝いいたします



産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
、国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期
の
納
期
で
す

どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

　　　　　消　費　生　活　相　談
　　　　　　　　　   ◆消費生活豆知識◆

            『業者名や連絡先がわからない訪問販売に注意』

問 訪問販売で契約。あとでやめようと連絡先を探しましたが、契約書には一切

    書かれていません。お金も払ってしまいました。

答 訪問販売では法定書面の交付が義務付けられています。連絡先がわからない

    とクーリング・オフができない上、お金を払ってしまうと取り戻せません。

    次のことを心がけましょう。「お金をすぐに支払わない」「連絡先が書かれ

    た書面を必ず受け取る」お気軽にご相談ください。費用は無料です。

日　時　毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）

　　　　午前１０時～午後３時３０分（正午～午後1時は除く）

　　　　※都合により変更になる場合があります。

場　所　産業建設課

問合せ　産業建設課 　８２－１２２３

  埼玉県住宅リフォーム専門相談窓口のご案内
　埼玉県では、県民が安心して住宅リフォームを行える環境を整備し、安心・

安全な住まいづくりを支援するため、県民向け住宅リフォーム専門相談窓口を

設置しました。

　東日本大震災の発生により、住宅の補修や耐震対策などリフォームに対する

関心が高まっています。住宅リフォームに関するトラブルを未然に防止するた

め、業者の選び方や契約の仕方などアドバイスします。費用は無料です。

設置場所　ＪＲ大宮駅 埼玉県住宅供給公社「住まい相談プラザ」内

日　　時　毎週土曜日の午後１時～６時（年末年始を除く）

相談方法　電話または面談【いずれも要予約】電話０４８－６５８－３０１７

相談内容　住宅リフォームに関する技術的な留意点、業者の選び方や契約の仕

　　　　　方など

相 談 員　埼玉県住まいづくり協議会住宅リフォーム推進委員会委員

問 合 せ　埼玉県都市整備部住宅課 　０４８－８３０－５５６３

　  比企明るい社会づくりの会無料よろず相談
日　時　平成２３年７月～２４年３月 毎月１回（原則として第２土曜日）

場　所　東松山市民文化センター（変更になる場合もあります。）

内　容　地域の皆さんの困りごとに対し、専門家が相談をお受けします。

　　　　秘密は厳守します。

費　用　無料（必ず事前に事務局へ申し込んでください。）

申込・問合せ　比企明るい社会づくりの会事務局 　・FAX ２３－０７９５

子育てマスター養成セミナー
　　 受講者募集

対　象　子育てに関心のある方

　　　 （資格・経験不問）

日　時　　9月8日(木)、9日(金)

　　　　　9月13日(火)、14日(水)

　　　　各午前10時～午後3時30分

場　所　さいたま共済会館

申　込　8月10日（水）までに申込書

　　　 （下記UR Lか役場住民福祉課

　　　　で入手）を県子育て支援課へ

　　　　※先着順

問合せ　県子育て支援課

　　　　　０４８－８３０－３３３０

U R L

　http://www.pref.saitama.lg.jp/page/

　kosodate-master-master-boshuu.html 

埼玉県内市町村職員採用
合同説明会を開催します

　彩の国さいたま人づくり広域連合で

は、分権時代を担う人材を確保するこ

とを目的に「埼玉県内市町村職員採用

合同説明会」を開催します。

　市町村ごとに設置するブースでは、

直接人事担当者から話を聞くことがで

きます。入場料無料、予約不要、入退

場自由ですのでお気軽にお立ち寄りく

ださい。

※なお、東秩父村では来年度の職員採

用の予定はありますが、合同説明会で

はブースを設置しませんのでご了承く

ださい。

日　時　７月２６日（火）

　　　　午後１時～６時

　　　 （入場は５時まで）

会　場　さいたまスーパーアリーナ 

問合せ　彩の国さいたま人づくり広域連合

　　　　自治人材開発センター 

　０４８－６６４－６６８１

 放送大学１０月生募集
　放送大学では、平成２３度第２学

期（10月入学）の学生を募集していま

す。

　放送大学はテレビなどの放送を利

用して授業を行う通信制の大学です。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自

然科学など、幅広い分野を学べます。

出願期間　８月３１日（水）まで

資料を無料で差し上げています。

放送大学ホームページでも受け付け

ています。

問合せ　放送大学埼玉学習センター

　0 4 8－6 5 0－2 6 1 1

     　検察審査会にご相談ください！

　交通事故、詐欺、脅迫などの犯罪の被害にあい、警察や検察庁に訴えたがそ

の事件を起訴してくれない。このような不満をお持ちの方のために検察審査会

があります。お気軽にご相談ください。費用は無料、秘密は固く守ります。

　審査員は、選挙権を持っている方の中から「くじ」で選ばれることになって

おりますので、選ばれた方は検察審査会へのご出席をお願いします。

問合せ　熊谷検察審査会事務局　 

　　　　　０４８－５００－３１１１



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777
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　　　          ７月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
 受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所

を開設しますので、おでかけくださ

い。相談は無料で秘密厳守のうえ受

け付けています。

日　時　７月１９日（火）

　　　　午後１時～３時まで

場　所　役場２階　新会議室

問合せ　社会福祉協議会　 82-1238

　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

   ３日  上野医院（内科・外科）　　　　　　　　　　　滑川町  　　56-2508

１０日  サン・クリニック（産婦人科）　　　　　　　　東松山市  　35-3725 

１７日  岸澤内科心療科医院（精神科・内科・心療内科）東松山市  　22-0762

１８日  吉田産婦人科内科医院（産婦人科・内科・小児科）東松山市  　24-1002

２４日  平成の森  川島病院（内科）　　　　　　　  川島町  　049-297-2811

３１日  鳩山ニュータウン診療所（内科・泌尿器科・皮ふ科）　鳩山町  　049-296-2310

　　　     乳 　幼 　児　 健　 康 　診　 査
●日　時　７月２６日（火）

◎１歳６ヵ月児・２歳６ヵ月児・３歳６ヵ月児 午後１時30分～１時45分受付

◎３～４ヵ月児・９～１０ヵ月児 午後１時４５分～２時受付

●場　所　保健センター

●対象者

◎１歳６ヵ月児（平成21年11月25日～平成22年１月26日までの出生児）

◎２歳６ヵ月児（平成20年11月25日～平成21年１月26日までの出生児）

◎３歳６ヵ月児（平成19年11月25日～平成20年１月26日までの出生児）

◎３～４ヵ月児（平成23年３月１日～同年４月30日までの出生児）

◎９～１０ヵ月児（平成22年９月１日～同年10月31日までの出生児）

●持参品　１歳６ヵ月児・２歳６ヵ月児・３歳６ヵ月児

　　　　　＝母子手帳、問診票、歯ブラシ、コップ

　　　　　３～４ヵ月児・９～１０ヵ月児＝母子手帳、問診票

問合せ　保健センター  　８２－１５５７

　　　  日 本 脳 炎 予 防 接 種 に つ いて
　平成２３年５月２０日から日本脳炎の定期予防接種の一部が変更になり、平

成１７年度から平成２１年度の間に定期予防接種の機会を逃した方々への接種

時期が緩和されました。平成２３年度は、３歳・４歳（平成１９年４月２日～

平成２１年４月１日生まれ）のお子様に加え、小学３年生・小学４年生（平成

１３年４月２日～平成１５年４月１日生まれ）の方にも日本脳炎の定期予防接

種のご案内を行っています。

　◆１期接種を逃した場合は、１期接種の残りの回数を受けてください。

　◆２期接種は、１期接種を終了した９歳以上の方が対象になります。

　◆ご案内の対象となっていない場合でも、平成７年６月１日～平成１９年４

　　月１日生まれで、１期・２期の接種が終わっていないお子様は、２０歳未

　　満までの間、接種を受けることができますので、希望される方は保健セン

　　ターへお問い合わせください。

問合せ　保健センター 　８２－１５５７

　  おがわウインドアンサンブル団員大募集
　私たち「おがわウインドアンサンブル」は、小川町を活動拠点として、演奏
活動を行っている吹奏楽団です。音楽が大好きで熱意がある方なら大歓迎です。 
年齢層は高校生から社会人の方まで幅広く、アットホームな楽団です。
　学校などで吹奏楽をやっていた方、押し入れに楽器が眠っている方、吹奏楽
が好きな方など、ぜひ一度見学にいらっしゃいませんか。体験入団を行います
のでお気軽にご参加ください。
 ●体験入団日　７月９日（土）・１６日（土）午後６時より
　　　　　　　（それ以外の日でも見学を実施しております。）
 ●活動日程　毎週土曜日 午後６時～９時
 ●練習場所　リリックおがわ、小川町内の公民館など
 問  合  せ　　090ー4712ー8745  鈴木、または　72ー3622  山本

今年のサマージャンボ宝くじは
億万長者が５２人！！
　この宝くじの収益金は、市町村の明
るく住みよいまちづくりに使われます。
　　　１　等　２億円×２６本
　　　前後賞　各５，０００万円
　　　２　等　１億円×２６本
発売期間　平成23 年7月11日（月）
　　　　　から7月29日（金）まで
抽 選 日　平成23年8月9日（火）
支払開始日　平成23年8月15日（月）
※昨年のサマージャンボ宝くじ（第５
８７回全国自治宝くじ）および１００
０万サマー（第５８８回全国自治宝く
じ）の時効（平成２３年８月１５日）
が迫っておりますのでお忘れなく！

家庭教育支援と
他世代交流を開催します
日　時　８月１７日（水）
　　　　午前１０時～午後２時
場　所　小川げんきプラザ
対　象　県内の就学前または小学校低
　　　　学年の子と保護者
内　容　子どもには高校生等のボラン
　　　　ティアと自然体験、保護者に
　　　　は家庭教育の相談・アドバイ
　　　　スをします。
申　込　８月１日（月）～５日（金）
問合せ　小川げんきプラザ　　
　　　　　 ７２－２２２０

「埼玉新卒応援ハローワーク」は
学生の就職を応援します

　学生の就職状況の厳しい中、ハロー
ワークでは「埼玉新卒応援ハローワー
ク」を設置し、学生および既卒３年以
内の未就職者を対象にセミナー、模擬
面接、求人への紹介などの就職支援を
行っています。お気軽にご相談くださ
い。
問合せ　埼玉新卒応援ハローワーク
　　　　　０４８－６５０－２２３４



世帯と人口

※世帯と人口は６月１日現在、

その他は５月中のうごきです。

工事のお知らせ

世　 帯　 １，１１６

人　 口　 ３，４０２

　男　     １，６８６

　女        １，７１６

５月中の人口動態

転 入   ５      転 出    9　

出 生　０　　死 亡　 5

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２

　現在、村内で発注されている道路および河川工
事です。ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご
協力をお願いいたします。

●県発注工事
・地方特定道路（改築）整備工事
　　　　　　　    （皆谷工区その３）　【皆谷地内】 
・砂防施設工事（護岸工）【大内沢地内 和知場沢】
・朝日根第２地すべり防止工事【皆谷地内】
・森林管理道勝呂入山線（入山工区）開設工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【安戸地内】

●村発注工事
・村道３１４１号（順礼道）法面保護工事【皆谷地内】
・村道１－２号（萩平）線落石防護工事【御堂地内】
・村道２－９号（井草）線蓋版据付工事【大内沢地内】
・森林管理道二本木線舗装修繕工事【坂本地内】

　槻川をきれいにする会では、毎年槻川にウグイを放流
しています。
　今年は５月２２日に安戸・御堂・坂本地内の３ヶ所の
槻川において、東西小学校ＰＴＡの協力により、近所の
子どもたちと一緒にウグイの稚魚25kg分を放流しました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

毎年7月は
“社会を明るくする運動”強調月間
 　社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯罪や　
非行の防止と罪を犯した人たちの更正について理解を
深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のな
い明るい社会を築くため、次の活動を推進します。
●行動目標
       犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
       犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう
       これらの点について、地域社会の理解が得られ
       るよう協力しよう 
●重点事項
 「立ち直りを支える取組についての理解促進」
 「犯罪や非行をした人たちの就労・住居等の生活基
　 盤づくり」
問合せ　さいたま保護観察所 　０４８ー８６１－８２８７   防衛省では、次のとおり進学等の説明会を行　

います。

日　時　７月１６日（土） 午後２時～４時
　　　　７月１７日（日） 午前１０時～正午
　　　　　　　　　　　　 午後１時～３時
場　所　熊谷市「ティアラ２１」４階 
※参加予約不要
※送迎あり 往復 [要予約] 森林公園駅北口発
　7月16日（土）午後１時発
　7月17日（日）午前9時発・午後0時30分発

問合せ　自衛隊埼玉地方協力本部 熊谷地域事務所
　　　　　 ０４８－５２２－４８５５

　 進 学 コ ー ス　　　　受　  験　  資　  格

　防 衛 大 学 校    高校卒（見込含）～ ２１歳未満の者

　防 衛 医 科 大 学   高校卒（見込含）～ ２１歳未満の者

　看護学生（看護師） 高校卒（見込含）～ ２４歳未満の者

　航空学生（パイロット）高校卒（見込含）～ ２１歳未満の者

　高等工科学校（高校）中学校卒（見込含）～ １７歳未満の者

　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合会は、子

どもをめぐる様々な人権問題への取り組みとして、全国一

斉「子どもの人権１１０番」強化週間を設定し、通常の受

付時間を延長するなどして、一人でも多くの子どもたちか

ら専用相談電話による相談を受け付けます。

日　　　時　７月３日（日）まで　

　　　　　　午前８時３０分～午後７時まで

　　※７月２日（土）、７月３日（日）は

　　　　　　　午前１０時～午後５時まで

電 話 番 号　０１２０－００７－１１０（全国共通・無料）

　  （ＩＰ電話からは接続できません）

相談担当者　法務局職員、埼玉人権擁護委員連合会子ども人

　　　　　　権委員会委員が対応します。秘密は厳守します。

問  合  せ　さいたま地方法務局人権擁護課 　

　　　　　　　 ０４８－８５９－３５０７

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間

防衛省進学等説明会

ウグイを放流しました！
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